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　　 508 　 18S お よび 26S リボゾーム RNA の 部分塩基配列 に基 づ く uDgparw1Jcgg｝sb

　　　　　　属 酵母お よびそれ に 関遮す る子嚢酵母の 分子系統　　 （静大 ・ 農 ・応生 化、

　　　　　　 ＊ 財 ・ 発酵研）　 山 田 雄三 、0 長浜統彦、加藤ひ か り、坂 野 勳 ＊

1 ）目的　Genus　Debar　om　ces 　に属す る諸菌株は、形態学的に warty 　round 　ascopsore

を形成 し、化学分類学的に Q−9で特徴付 られ る 。 演者らは 、 さき に、 genus 】
Y1agtgggzppgd

に属する諸菌株 の 18S お よび 26S　rRNA の 部分臨 基配列を求め、その 分子系統学的類縁関

係 を論 じた （9）。 本属に属す る諸菌株も、化学分類学的に は、Q−9 で特徴づ け られ る 。 両

属の 相違 は　ascospore の 形態学的相違に あ っ て、後者は genus　Pi¢ hia と同様、　hat−

shaped 　ascosp 。re を形成す る。 今回、　 genus　Debar　om 　c盤 の 18Sお よび26S　rRNA の 部分
塩 基配列を求め、それ ら両属の 分子系統学的類縁関係を明 らか に しよ うと した 。

2 ）方法お よび結果　Genus 迦 …に属す る菌株11を用 い た 。

「
前報記載の 方法 （2）

にて 18Sお よび 26SrRNAの 部分塩基配列 を求め た 。 18S　rRNA の position 　145H618 の 部

分塩基配列 で は 、 D．hansenii　 IFO　OO83 （type）は S．　 cerevisiae と塩基の相違数 6を数 え

た。 Finger　prinし Segmentl ま、　 D・hanSenii　AUVAA、　 S．　CereViSiae 　CUAA
、
　X趣 塑

AUUAAで あ っ た。ま た 、　P．　membranaefaciens 　IFO　10215（しype）は ACAAで あ っ た。 　 D．
hanseniiと XY．：a ！11Uggaggh　1　　 との臨基の相違数は 1であ り、　 P．　 membranaefaciens とは10で

あ っ た 。 Genus　uDggg1z）！s｝gihtggb　　　　内での塩基の 相違数 は O−4　で、例 えば、 1Dt，− pg，tMg1gi　Rggsl　 h
IFO　1189（type）とは 1を数 えた 。 26S　rRNA の position　492−622お よび position 　1611
−1835の 部労塩 基配列で も、ほ ぼ 同様の 結果が え られ た 。

　1）山 田雄三 、 野川 千鶴子 、 坂野　勳、1990年度 日本農芸化学会大会講演要旨集、p．402
（1990）。　2）　Y。　Ya皿3da　and 　H．　Kawasaki，　一 ，　35，　173　（1989）．

黠 le驟 ．
P
囎 1繊

t
讐麟 。嬲 ，：：f，’翻1

’

覊 ；gal翻こ・

B

鸛 贐 謙 ；、1〒腦 e

譜 llS
try，　Faculty　of 　Agriculture，　Shizuqka　University，　836　ehya，　Shizuoka　422：　

★lnstttute 　for　Fermentetion ，　Osaka ，　2−
17−85　Jusohon −machi 、　Yodogavea−ku ，　Osaka　532）

　 　 　 　 　 　 ChaL −tOfiella を 分 解 す る 細 菌 の 分 離 ・同 定 と そ の 生 理
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　 ⊥ 99t「1 　 Chatt 。 ・ ell ・ の 海 域 で の 1丘慨 状 祝 は 共 f門 る 細 菌 に よ っ て 支 配 さ れ て い る 。 19

B睥 の 播 磨 灘 で は 9h・ tt ・ ・ ei 且・ の 止曽 殖 状 況 が 悪 く le ・ e 目 ・／mt 以 上 の 細 胞 濃 度 に な る こ と

は な か っ た ・ こ の 海 水 tP に li・ C　h ・・E・・t … 旦 皇一蚰 を 死 滅 さ せ 、幽 ・ を 栄 養 源 と し

て 利 用 で き る 細 菌 の 俘 在 す る こ と 力難 定 さ れ た ・ こ の 細 菌 を 槻 い t・・ Ch ・ tし・ nel ⊥、 赤 潮 の 除

去 法 を 開 発 す る た め ・当 該 紐 菌 ・吩 離 ・同 定 を 行 な い そ の 1脯 条 件 を 検 討 し た ．鍵

⊆遡 a 墻 養 液 （LS °o　 cell ・ ／・ t） を 30 ℃ で 2 日 間 自 己 消 化 さ せ た も の に 寒 大 を 加 え て 作

成 し た 平 板 に 一 ・ の 死 滅 し た 」鱶 液 を 塗 “i し 細 菌 を 分 離 し た ．分 離 さ れ た 細 菌 ・囎

埴 に 適 し た 培 地 を 検 討 し た と こ ろ 卵 黄 を 栄 養 源 と し た 寒 天 培 地 上 で 簸 も 良 く 増 殖 し た 。 こ

の 卵 黄 培 地 h で 生 膏 し た 網 菌 に つ L・ て 、c ・ caM ．含 有 脂 肪 飯 及 VBerg ， y
・
、 M、 ， 、、 1 。 f

systemntic
　

e ・ Gt ・ ・ i・ 1・ gy に よ っ て 1司定 哲 rな っ た ． （黄 培 地 ・ 10X 食 塩 水 30 。 lt：　 9H−．一　i嗣
分 の 卵 黄 を 加 え て 卵 黄 水 を 作 成 し た 。Tris 　 soomgft ．FeC 』 3．24ms ／i．EeTA　 O．3mM を 含 み pH
を e．9 に 調 整 し た 梅 水 に 卵 黄 水 lOX 及 び 寒 天 LsXft 添 加 し 作 成 し た ） 。辿 a の 培 養

に は 改 良 sw 醗”3 培 地 を 用 い た ・遡 分 離 さ れ た 細 菌 の う ち 黄 色 の コ ・ ニ ーを 形 成 す る

細 菌 に ⊆辿 a を 死 滅 さ せ る 効 渠 が 認 め ら れ た 。・こ の 細 菌 は 卵 黄 培 地 上 で 活 発 に 噌 殖 し

た が 他 の 培 地 上 で は 良 好 な tll育 を 示 さ な か っ た 。最 適 卵 黄 水 濃 度 ・iS　 l　o　x−20x で あ っ た ． 本

困 は グ ラ ム 陰 性 好 気 性 の 悍 菌 で c ・ c 含 墨 は 35・7x ．メ ナ キ ノ ン MK −6 ．萬 鰯 旨肪 酸 と し て 分 枝

型 の ヒ ド ロ キ シ 脂 肪 酸 2−Oll　 i … D − 15 ・ O 、3−O“ i ・・
− 17 ・ O ，3 −Oil　 i ・ ・

−15 、0 を 持 つ こ と ．ベ ン

毛 ma動 性 は な い が glidl ・ g　 m ・ tility を 示．す 、な ど か ら 」一 属 σ） 細 菌 と ifil．M さ れ た v
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